
ふれあい託老
　毎週日曜日、地域福祉センターいちい

で、ふれあいを通じて健やかに生きいき

と自立して生活することをめざして、生

きがいづくりや介護予防を目的に、富良

野市社会福祉協議会が実施しています。

特集 健健康康寿寿命命をを延延ばばししままししょょうう健康寿命を延ばしましょう

地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム
づづくくりりををめめざざししてて

地域包括ケアシステム
　　　づくりをめざして

小特集
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健
康
上
の
問
題
で
、
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ

健
康
上
の
問
題
で
、
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
とと

な
く
生
活
で
き
る
期
間
を
「
健
康
寿
命
」
と
言
い
ま
す

な
く
生
活
で
き
る
期
間
を
「
健
康
寿
命
」
と
言
い
ま
す
。。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
が

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
が
、、

「
平
均
寿
命
」
と
「
健
康
寿
命
」
で
は
男
女
と

「
平
均
寿
命
」
と
「
健
康
寿
命
」
で
は
男
女
と
もも
差
が
あ

差
が
あ

り
、
こ
の
差
が
あ
る
期
間
は
、
日
常
生
活
で

り
、
こ
の
差
が
あ
る
期
間
は
、
日
常
生
活
で
何何
ら
か
の

ら
か
の

支
援
や
介
護
が
必

支
援
や
介
護
が
必
要要

に
な
り
ま
す

に
な
り
ま
す
。。

介
護
が
必
要
と

　
介
護
が
必
要
と
なな

る
原
因
疾
患
を
予

る
原
因
疾
患
を
予
防防

す
る
た
め
に
、
ど

す
る
た
め
に
、
ど
のの

よ
う
な
健
康
管
理

よ
う
な
健
康
管
理
にに

取
り
組
め
ば
良
い

取
り
組
め
ば
良
い
のの

か
、
一
緒
に
考
え

か
、
一
緒
に
考
え
てて

み
ま
し
ょ
う

み
ま
し
ょ
う
。。
 

鰹鰹問問 
保
健
医
療
課

保
健
医
療
課
　
拶拶
３
９
‐
２
２
０
０

３
９
‐
２
２
０
０
                  

健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う

健健
康康
寿寿
命命
をを

延延
ばば
しし
まま
しし
ょょ
うう

８０.２１歳

平
均
寿

平
均
寿
命命

健
康
寿

健
康
寿
命命

平
均
寿

平
均
寿
命命

健
康
寿

健
康
寿
命命

７１.１９歳

８６.６１歳

７４.２１歳

（平成２５年（平成２５年））
男女ともに平均寿命と男女ともに平均寿命と健健
康寿命には差があ康寿命には差がありりますます

男　性 女　性

特
集

　
健
康
上
の
問
題
で
、
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

な
く
生
活
で
き
る
期
間
を
「
健
康
寿
命
」
と
言
い
ま
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
が
、

「
平
均
寿
命
」
と
「
健
康
寿
命
」
で
は
男
女
と
も
差
が
あ

り
、
こ
の
差
が
あ
る
期
間
は
、
日
常
生
活
で
何
ら
か
の

支
援
や
介
護
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
と
な

る
原
因
疾
患
を
予
防

す
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
健
康
管
理
に

取
り
組
め
ば
良
い
の

か
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
 

鰹問 
保
健
医
療
課
　
拶
３
９
‐
２
２
０
０
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介
護
が
必
要
と
な
る
原
因

　
市
の
要
介
護
認
定
者
の
原
因

 疾
  患
 を
見
る
と
、
「
認
知
症
」
が

し
っ
 
か
ん

　
％
と
最
も
多
く
、
次
に
「
関
節

２５疾
患
」、
「
脳
血
管
疾
患
」、
「
高
齢

に
よ
る
衰
弱
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
脳
血
管
疾
患
が
原
因
の
場

合
で
は
、
半
数
が
要
介
護
３
以
上

の
重
度
者
に
な
っ
て
お
り
、
関
節

疾
患
や
高
齢
に
よ
る
衰
弱
の
場

合
と
比
べ
て
、
重
度
の
要
介
護
認

定
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、　

歳
未
満
の
要
介

６５

護
認
定
者
の
原
因
疾
患
は
、
脳
血

管
疾
患
が
最
も
多
く
半
数
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
放
っ
て
お
く
と
怖
い
　
　

　
　
　
　
　
　
生
活
習
慣
病

　
脳
 梗
  塞
 や
脳
出
血
な
ど
の
脳

こ
う
 
そ
く

血
管
疾
患
や
 狭
  心
 症
・
心
筋
梗
塞

き
ょ
う
 し
ん

な
ど
の
 虚
  血
 性
心
疾
患
は
、
高
血

き
ょ
 
け
つ

圧
症
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
が
重
症
化
し

た
こ
と
で
、
引
き
起
こ
さ
れ
る
病

気
で
す
。
血
圧
や
血
糖
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
高
い
状
態
は
、
血
管

を
傷
つ
け
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
血
管
は
痛
み
を
感
じ
な

い
た
め
、
自
覚
症
状
は
現
れ
ま
せ

ん
。本
人
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、

ど
ん
ど
ん
血
管
の
傷
み
が
進
行

し
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の

自
覚
症
状
が
あ
る
病
気
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
虚

　
一
年
に
一
度
は
    　
　
　
　
　

　
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
自
覚
症
状
も
な
く
、
ひ
そ
か
に

進
む
生
活
習
慣
病
や
、
血
管
の
傷

み
を
早
期
に
見
つ
け
る
た
め
に

有
効
な
こ
と
は
、
特
定
健
診
を
受

診
す
る
こ
と
で
す
。

　
特
定
健
診
は
、　

歳
か
ら
　
歳

４０

７４

ま
で
の
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
、

国
民
健
康
保
険
や
全
国
健
康
保

険
協
会
（
通
称
「
協
会
け
ん
ぽ
」）

な
ど
の
医
療
保
険
者
が
実
施
し

て
い
る
健
診
で
す
。
市
は
国
保
の

保
険
者
と
し
て
、
国
保
加
入
者
を

対
象
に
、
特
定
健
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

《事例》５２歳で脳梗塞を発症し介護が必要になったＡさん

健

診

結

果

年齢３２歳　　　　　４２歳　 ４４歳　　　     　５２歳

肥満（内臓脂肪蓄積）

高中性脂肪

高高LDLDLLコレステコレステロロールール

高血圧

高尿酸若いころから肥満が

あり、４０歳代から脂質

や血圧が高くなって

いたが放置。５２歳で脳

梗塞を発症し、介護が

必要となる。

倒れ倒れるる

（％）

市の特定健診の受診率の推移（平成２０年度～平成２８年度）

３５.３５.４４

３９.３９.９９ ３９.３９.９９
４２.４２.６６ ４３.４３.６６

４７.４７.７７
４９.４９.６６ ５１.５１.２２ ５２.５２.４４

２０　２１　２２　２３　２４　２５　２６　２７　２８　（年度）

受診率
は徐々

に増加
してい

ます

受診率
は徐々

に増加
してい

ます！！

受診率
は徐々

に増加
してい

ます！

脳

梗

脳

梗

塞塞
低低HDHDLLコレステコレステロロールール

自覚症状なし

要介護認定者の原因疾患（平成26年３月）

認知認知症症　

２５　　２５％％

脳血脳血管管
疾疾患患

１５１５％％

関節疾患関節疾患　

１６　　１６％％

高齢による衰高齢による衰弱弱 １４％　１４％

そのその他他

１４１４％％

骨折・転倒骨折・転倒　５５％％

心臓病心臓病　４４％％

内疾患内疾患　４４％％

が んが　ん　３３％％

ま
さ
か
自
分
が
…

介
護
が
必
要
な
生
活
に

介
護
が
必
要
な
生
活
に
……
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蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

１
ｃ
検
査
と
貧
血
検
査
、
同
じ
く

選
択
検
査
の
「
心
電
図
検
査
」
も

す
べ
て
の
受
診
者
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
の
基
準
に

な
い
腎
臓
の
働
き
を
診
る
血
清

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
も
市
独
自

に
検
査
項
目
と
し
て
追
加
し
て

い
ま
す
。

　
特
定
健
診
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

や
支
所
な
ど
で
行
っ
て
い
る
「
集

団
健
診
」
と
、
市
内
の
医
療
機
関

で
実
施
し
て
い
る
「
個
別
健
診
」

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対

象
者
に
は
特
定
健
診
受
診
券
を

４
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、保
険
証
と
一
緒
に
持
参
し
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
健

診
料
金
は
無
料
で
す
。

　
「
通
院
し
て
い
る
か
ら
健
診
は

受
け
な
く
て
も
良
い
」
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
医
療

機
関
で
は
治
療
し
て
い
る
病
気

に
関
係
す
る
検
査
し
か
実
施
で

き
ま
せ
ん
。
重
症
化
を
予
防
す
る

た
め
に
、
検
査
項
目
が
充
実
し
て

い
る
市
の
特
定
健
診
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
特
定
健
診
で
対
象
外
の

　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
人
は
「
若

２０

３９

年
者
健
診
」、　

歳
以
上
の
人
は

７５

「
後
期
高
齢
者
健
診
」
が
あ
り
、

特
定
健
診
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の

市の特定健診は検査項目が充実していま市の特定健診は検査項目が充実していますす

健診料金も無料でお勧めです健診料金も無料でお勧めです！！

市の特定健診の年齢別受診率（平成２７年度）

（％）

４０～　４５～　５０～　５５～　６０～　６５～　７０歳～

（　：男性 ／ 　：女性）

　
ま
だ
３
割
は
特
定
健
診
を
　

　
一
度
も
受
け
て
い
ま
せ
ん

　
市
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、

平
成
　
年
度
で
　
・
４
％
（
平
成

２８

５２

　
年
３
月
末
時
点
）
で
す
。
特
定

２９健
診
が
始
ま
っ
た
平
成
　
年
度

２０

か
ら
受
診
率
は
伸
び
て
い
ま
す

が
、
今
ま
で
一
度
も
特
定
健
診
を

受
診
し
て
い
な
い
対
象
者
が
ま

だ
３
割
い
ま
す
。
国
保
加
入
者
の

う
ち
、
脳
血
管
疾
患
や
虚
血
性
心

疾
患
で
入
院
し
た
人
の
６
割
、　６５

歳
未
満
の
脳
血
管
疾
患
が
原
因

で
要
介
護
と
な
っ
た
人
の
８
割

は
発
症
す
る
ま
で
一
度
も
健
診

を
受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
健

診
未
受
診
の
方
は
、
今
年
の
健
診

を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
若
い
年
代
の
受
診
率
が
低
い

　
市
の
特
定
健
診
の
年
齢
別
受

診
率
を
見
る
と
、　

歳
代
か
ら
　

４０

５０

歳
代
前
半
の
受
診
率
が
低
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。生
活
習
慣
病
は
、

　
年
、　

年
と
長
い
歳
月
を
か
け

１０

２０

て
、
進
行
す
る
病
気
で
す
。　
　

　
若
い
と
き
か
ら
毎
年
健
診
を

受
け
て
健
康
状
態
を
確
認
し
て

お
く
こ
と
に
よ
り
、
早
い
段
階
か

ら
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
や
、

重
症
化
の
予
防
に
も
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
若
い
人
ほ
ど
、
健

診
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

　
特
定
健
診
は
検
査
項
目
が
充
実
。

　
料
金
も
無
料
で
す

　
市
で
実
施
し
て
い
る
特
定
健

診
で
は
、
「
身
体
計
測
」
「
血
圧
測

定
」「
尿
検
査
」「
血
液
検
査
」「
心

電
図
検
査
」
を
行
い
ま
す
。
「
血

液
検
査
」
で
は
、
国
の
基
準
で
選

択
検
査
と
な
っ
て
い
る
血
糖
の

状
態
を
診
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

検
査
を
集
団
健
診
で
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
ち
ら
の
健

診
も
健
診
料
金
は
無
料
で
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
許

　
が
ん
検
診
も
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
市
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
は

「
が
ん
」
で
す
。　

歳
未
満
の
死

７５

亡
で
は
、
「
が
ん
」
が
４
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
「
が
ん
」
は
早
期
に
発
見
し
治

療
す
れ
ば
完
治
も
可
能
で
す
。
市

が
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診
で

虚虚問診問診　許許身体測定（身長・体重・BMI・腹囲身体測定（身長・体重・BMI・腹囲））
距距血圧測定血圧測定　 鋸鋸医師の診察医師の診察　
漁漁尿検査（尿糖・尿タンパク・尿潜血）尿検査（尿糖・尿タンパク・尿潜血） 
禦禦血液検査（肝機能・脂質・血糖・貧血・血液検査（肝機能・脂質・血糖・貧血・尿尿酸酸
・腎機能） ・腎機能）　魚魚心電図心電図 
亨亨眼底健診（医師の指示により実施眼底健診（医師の指示により実施））
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峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

霞

我

俄

牙

蚊蚊蚊蚊蚊蚊

蚊蚊蚊蚊蚊蚊

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

は
、
毎
年
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

が
ん
検
診
に
よ
る
が
ん
発
見
数

（
平
成
　
～
　
年
度
の
合
計
）

２４

２８

  乳
が
ん
　
　
　
人
  　
胃
が
ん
　
７
人

１５

  子
宮
が
ん
　
　
人
　
  肺
が
ん
　
４
人

１３

  大
腸
が
ん
　
９
人

　
「
が
ん
」
も
早
期
の
う
ち
は
、

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚

症
状
が
出
る
前
に
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
、
胃
が
ん
の

２８

原
因
と
な
る
「
ピ
ロ
リ
菌
」
感
染

の
有
無
を
調
べ
る
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
対
象
者
は
過
去

に
ピ
ロ
リ
菌
感
染
を
調
べ
る
検

査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
　
歳
２０

以
上
の
市
民
で
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
距

　
健
診
結
果
に
応
じ
て

　
　
　

　
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　
健
診
結
果
は
、
自
分
の
体
の
状

態
を
確
認
・
理
解
し
、
そ
の
状
態

に
応
じ
た
生
活
習
慣
を
選
択
・
実

行
す
る
た
め
の
大
切
な
情
報
で

す
。
特
定
健
診
を
受
診
し
た
方
に

は
、
生
活
習
慣
の
改
善
や
再
検
査

が
必
要
な
の
か
な
ど
、
分
か
り
や

す
く
デ
ー
タ
を
色
分
け
し
、
さ
ら

に
経
年
の
変
化
も
分
か
る
よ
う

に
、
過
去
５
年
間
の
結
果
を
記
載

し
た
健
診
結
果
表
を
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
健
診
結
果
か
ら
、
国
の
基

準
や
各
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
も
と
づ
き
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
や
重
症
化
の
予
防
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
人
に
は
、
保
健
師
や

管
理
栄
養
士
が
、
健
診
結
果
説
明

会
や
家
庭
訪
問
な
ど
で
、
日
ご
ろ

の
生
活
習
慣
が
健
診
結
果
に
ど

の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
の
か
、
本

人
と
一
緒
に
確
認
し
な
が
ら
、

「
こ
れ
な
ら
で
き
る
！
」
と
い
う

改
善
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
健
診
の
結
果
を
上
手
に
活
用

し
、
自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、
大
切
な

自
分
の
体
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

備　　 考内　　 容受付時間ところと　 き

集団健診では、左の繋～
茎の健診のいずれかと、
荊～詣の検診を同時に
受けることができます。

がん検診などの対象者、
料金については、広報
ふらのお知らせ版４月
号と同時に配布した
「健康カレンダー」、ま
たは市のホームページ
で確認してください。

繋 特定健診

罫 後期高齢者健診

茎 若年者健診

荊 がん検診
　（肺・胃・大腸・前立腺）

蛍 肝炎ウィルス検診

計 エキノコックス症検診

詣 ピロリ菌検査

午前６時　

～１０時３０分

山部福祉センター７月４日鰹火 

ふれあいセンター７月５日鰹水 

保健センター
７月６日鰹木 
　～１０日鰹月 

午前６時３０分

～１０時３０分

東山支所１１月９日鰹木 

保健センター
１１月１０日鰹金 
　～１２日鰹日 

山部福祉センター１１月１７日鰹金 

保健センター
１１月１８日鰹土 
　～２０日鰹月 

平成２９年度の集団健診スケジュール
集
団
健
診
の
申
込
み
受
付
中
。
予
約
を
お
忘
れ
な
く

健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
生
活
改
善
を

《
特
定
健
診
受
診
券
に
つ
い
て
》

　
今
年
度
　
歳
か
ら
　
歳
の
国
保
加

４０

７４

入
者
に
は
、
４
月
下
旬
に
「
特
定
健

診
受
診
券
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
受
診
券
は
「
紫
色
」
で
す
。

※
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に
　
歳

３０

３１

７５

　
に
な
る
方
に
は
受
診
券
を
送
付
し

　
て
い
ま
せ
ん
が
、
集
団
健
診
で
特

　
定
健
診
を
受
診
で
き
ま
す
。

《
個
別
健
診
に
よ
る
特
定
健
診
》

　
集
団
健
診
以
外
で
も
特
定
健
診
は

個
別
健
診
と
し
て
、
次
の
医
療
機
関

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
受
診
の
際
は
各
医
療
機
関
へ
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

　
平
成
　
年
１
月
　
日
ま
で

３０

３１

個
別
健
診
を
受
診
で
き
る
医
療
機
関

　
内
海
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

拶
３
９
‐
１
１
３
３

　
か
わ
む
ら
整
形
外
科
　
　

拶
２
２
‐
４
３
４
１

　
富
良
野
協
会
病
院
　
　
　

拶
２
３
‐
２
１
８
１

　
ふ
ら
の
消
化
器
・
内
科
ク
リ
ッ
ク
　

拶
５
６
‐
７
０
５
８

　
ふ
ら
の
西
病
院
　

拶
２
３
‐
６
６
０
０

　
山
部
診
療
所

 拶
５
６
‐
７
０
８
８

　
渡
部
医
院
　
拶
２
２
‐
２
０
２
５

申
込
み
／
問
合
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

拶
３
９
‐
２
２
０
０
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そ
れ
ら
で
支
え
切
れ
な
い
部
分
（
例

え
ば
生
活
保
護
や
虐
待
な
ど
）
の
対

応
と
い
っ
た
「
公
助
」
の
視
点
を

持
っ
て
、
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り

が
今
後
必
要
と
な
り
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み

　
平
成
　
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第

２７

６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
」
で
は
、
基
本
理
念

に
「
富
良
野
市
に
住
む
高
齢
者
一
人

ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
生

き
い
き
と
し
た
生
活
を
営
み
、
ま
た
、

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
、
人
と
し

て
の
尊
厳
を
保
ち
、
家
庭
や
地
域
の

　
　
年
前
（
平
成
　
年
４
月
）
の
富
良
野
市
の
　
歳
以
上
の
高
齢

１０

１９

６５

者
人
口
は
６
２
０
２
人
、
高
齢
化
率
（
全
人
口
に
占
め
る
　
歳
以

６５

上
の
人
口
の
割
合
）
は
　
・
８
％
で
、
ほ
ぼ
４
人
に
１
人
が
高
齢

２４

者
で
し
た
が
、
今
年
４
月
の
高
齢
者
人
口
は
７
０
３
２
人
、
高
齢

化
率
は
　
・
４
％
と
、
３
・
２
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
り
ま
し

３１

た
。
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
市
で
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
施
設
や

病
院
に
入
ら
ず
に
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
生
き
い
き
と
生
活
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
「
住
ま
い
・
医
療
・
介

護
・
予
防
・
生
活
支
援
」
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
（
シ
ス
テ

ム
）
で
す
。
団
塊
世
代
（
昭
和
　
年
２２

か
ら
　
年
生
ま
れ
）
が
　
歳
以
上
と

２４

７５

な
る
平
成
　
年
を
目
途
に
、
市
民
や

３７

関
係
機
関
、
行
政
が
連
携
し
て
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
て
そ
の
仕
組
み

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
は
、

「
介
護
」
「
医
療
」
「
予
防
」
と
い
っ

た
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、
住

民
同
士
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い

で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
に
も

対
応
で
き
る
体
制
も
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
に
住
み
た
い
と
思
う

「
高
齢
者
の
気
持
ち
」
「
住
ま
い
」、

そ
し
て
「
日
常
生
活
を
送
る
た
め
の

生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ

れ
ば
こ
そ
、
「
医
療
」
「
介
護
」
「
予

防
」
が
効
果
的
に
働
き
、
住
み
続
け

ら
れ
る
地
域
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
自
ら
の
健
康
を
守
り
、
介
護
状
態

を
予
防
す
る
「
自
助
」。
地
域
の
見

守
り
や
、
ご
み
出
し
な
ど
の
ち
ょ
っ

と
し
た
支
援
の
「
互
助
」。
医
療
保

険
な
ど
の
制
度
で
支
え
る
「
共
助
」。

高
齢
化
率
（
％
）

地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムづづくくりりををめめざざししてて地域包括ケアシステムづくりをめざして
 鰹問 高齢者福祉課　拶３９‐２２５５   住み慣れた地域で健康で生きいきと暮らし続けるために

人
口
（
人
）

富良野市の人口と高齢者人口・高齢化率

◆団塊の世代が７５歳以上となる平成37年を目途に、要介護状態となっても住み
　慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、
　医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される体制（地域包括
　ケアシステム）の構築を実現。
◆今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、地域内で生活を支えるた
　めにも、地域包括ケアシステムの構築が重要。
◆人口が横ばいで７５歳以上の人口が急増する大都市部、７５歳以上の人口増加は
　緩やかでも人口が減少する町村部など、高齢化の進展状況には大きな地域差。

国が示す地域包括ケアシステムの構築（平成３７年を国が示す地域包括ケアシステムの構築（平成３７年を目目標）標）

地域包括ケアシステムの姿
病気になったら…

医　療

病病院院：：急性期急性期・・
回復期・慢性　　回復期・慢性期期

日常の医療日常の医療：：
・かかりつけ医、有床診療・かかりつけ医、有床診療所所
・地域の連携病・地域の連携病院院
・歯科医療、薬・歯科医療、薬局局

・地域包括支援センタ・地域包括支援センターー
・ケアマネージャ・ケアマネージャーー

相談業務やサービスの
コーディネートなど

・・自自宅宅
・・ササービス付き高齢者向け住宅ービス付き高齢者向け住宅ななどど

いつまでも元気に暮らすために…

生活支援・介護予防

町内会・自治会・老人クラブ・ボランティア・NPOな町内会・自治会・老人クラブ・ボランティア・NPOなどど

介護が必要になったら…

介　護

■■在宅系サービ在宅系サービスス
・訪問介護・訪問看・訪問介護・訪問看護護
・通所介護・福祉用・通所介護・福祉用具具
・小規模多機能型居宅介・小規模多機能型居宅介護護
・短期入所生活介・短期入所生活介護護
・２４時間対応の訪問サービ・２４時間対応の訪問サービスス

■■施設・居住施設・居住系系
サービ　　　       サービスス

・介護老人福祉施・介護老人福祉施設設
・介護老人保健施・介護老人保健施設設
・認知症共同生活介・認知症共同生活介護護
・特定施設入所者生・特定施設入所者生活活
介護な　介護などど■介護予防サービス

住まい

通院・入院

通所・入所

小特集

■■在宅系サービ在宅系サービスス
・訪問介護・訪問看・訪問介護・訪問看護護
・通所介護・福祉用・通所介護・福祉用具具
・小規模多機能型居宅介・小規模多機能型居宅介護護
・短期入所生活介・短期入所生活介護護
・２４時間対応の訪問サービ・２４時間対応の訪問サービスス

■■施設・居住施設・居住系系
サービ　　　       サービスス

・介護老人福祉施・介護老人福祉施設設
・介護老人保健施・介護老人保健施設設
・認知症共同生活介・認知症共同生活介護護
・特定施設入所者生・特定施設入所者生活活
介護な　介護などど

病病院院：：急性期急性期・・
回復期・慢性　　回復期・慢性期期

日常の医療日常の医療：：
・かかりつけ医、有床診療・かかりつけ医、有床診療所所
・地域の連携病・地域の連携病院院
・歯科医療、薬・歯科医療、薬局局

・地域包括支援センタ・地域包括支援センターー
・ケアマネージャ・ケアマネージャーー
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中
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
人
が
助
け
合
い
、
支

え
合
う
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
」
と
定
め
、
基
本
理
念
の
実
現
に

向
け
て
、
市
で
は
「
生
活
支
援
」

「
介
護
予
防
の
拡
充
」
な
ど
、
新
た

な
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。

助
け
合
い
・
支
え
合
い
の
             

      地
域
づ
く
り
（
生
活
支
援
整
備
）

　
高
齢
で
も
身
の
回
り
の
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
買
い
物
や
通
院
、
ご
み

出
し
な
ど
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご

と
へ
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
支
援
が
あ

れ
ば
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険
制
度
で

は
、
そ
の
支
援
を
介
護
事
業
所
の
専

門
職
員
が
す
べ
て
担
っ
て
き
ま
し

た
が
、
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
隣

近
所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
各
種
団
体

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
の
助
け

合
い
・
支
え
合
い
（
生
活
支
援
）
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
日
常
生
活
で

す
で
に
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る

支
え
合
い
の
現
状
や
、
生
活
ニ
ー
ズ

な
ど
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
地
域

に
合
っ
た
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
地
域
と
話
し
合
い
を

申込み／問合せ実施地区　・　会　場事業名　・　内　容

申し込みなどは、
各連合町内会な
どの実施団体と
なります。

西町・麻町・朝日町・北の峰町・若葉町・東部
第１・東部第２・瑞穂町・栄町・新富町・緑町・
扇山・布部・山部・東山

ふれあいサロン　
　地域の連合町内会などが主体となり、月１回程
度、ボランティアの支援を受けながら、閉じこも
りがちな高齢者が交流し、認知症や転倒予防など
介護予防に取り組みます。

富良野市社会福祉
協議会

拶３９‐２２１５

実施地区、団体、グループを募集しています。
ミニサロン　
　週１回程度、仲間同士の交流を楽しみながら健
康づくりのための活動（運動など）を行います。

地域福祉センターいちい
ふれあい託老　
　毎週日曜日、ふれあいを通じて、生きがいづく
りや介護予防を目的に高齢者を受け入れています。

富良野市地域包括
支援センター
　　拶３９‐２２５５

保健センター、西地区、南、東春地区の各コミュ
ニティセンター、東部児童センター、桂木児童セ
ンター、山部支所、東山支所
（栄町コミュニティセンターでは、ふれあいサロン
に合わせ開催）
※毎月の開催日時は、広報ふらのお知らせ版の
暮らしのカレンダーに掲載していますので、ご
覧ください。

ふまねっと教室　
　健康づくり、介護・認知症予防及び仲間づくり
を目的に、ふまねっとサポーターの指導のもと、
ふまねっと教室を開催しています。参加料は無料
で申し込みは不要です。初めての方でも気軽に参
加でき、住んでいる地域以外の会場でも参加でき
ます。老人グラブや地域の集まりにも、希望に応
じて体験会を実施しています。

ふらの西病院
　拶２３‐６６００

ふらの西病院～ノルディックウォーキング・ふ
まねっと運動・ハンドベル体験会・個別運動機
能評価体験会・福祉用具の活用の仕方介護予防教室　

　医療機関や介護支援事業所で、高齢者やその家
族、地域住民が運動や集いの場として活用し広く
介護予防に取り組みます。
　実施日時などを記載したチラシは、保健セン
ターの窓口、または市のホームページに掲載して
います。参加などに関しては、直接事業所に問い
合わせください。

かわむら整形外科
　拶２２‐８８８８

かわむら整形外科～リハビリテーション無料相
談会・介護予防教室

すまいるふらの
　拶２２‐２１２３

ごりょうの丘地域交流館～ふまねっと運動・ち
ょこっと運動教室・やすらぎ医学体操・ひめトレ

寿光園　
拶４２‐２７２９

寿光園～生活習慣病予防教室・コグニサイズ教
室・コンディショニングサポート教室・スロー
エアロビック教室・健康リズム体操

サロン～富良野市社会福祉協議会
拶３９‐２２１５

事業所訪問～高齢者福祉課
拶３９‐２２５５

実施希望地域や事業所に訪問
します。

地域リハビリテーション活動支援事業　
　リハビリテーションの専門職が地域のサロンに
出向いて運動指導をしたり、施設に出向き、職員
に介護指導を行います。

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
の
前
段

と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
地

域
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

富
良
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
昨

年
度
か
ら
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

山
部
と
東
山
地
域
を
モ
デ
ル
地
区

に
位
置
付
け
、
先
行
し
て
地
域
と
の

意
見
交
換
を
進
め
な
が
ら
、
取
り
組

み
（
既
存
資
源
）
の
把
握
に
努
め
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
、
新
規
に
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
な
ど
を
行
う
地
域
の
立
ち

上
げ
支
援
や
、
よ
り
幅
広
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
に
も
取
り
組

む
予
定
で
す
。

介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
誰
も
が
健
康
で
、
介
護
や
医
療
が

必
要
と
な
ら
な
い
生
活
を
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
ら
健

康
づ
く
り
や
、
介
護
予
防
に
取
り
組

み
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
肝

心
で
す
。

　
市
で
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
平
成
　
年
度
か

２７

ら
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
、
昨
年
度
か
ら

事
業
所
に
よ
る
介
護
予
防
教
室
な

ど
、
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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光地域医療の
local medical care   ray of hope ～

痛
み
の
原
因
を
探
り
、
症
状
の
改
善
と
再
発
を
防
止
～

理
学
療
法
士
の
中
山
さ
ん
が

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
法
の
国
際
認
定
資
格
を
取
得

　
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
法
は
、
１
９
５
０
年
代
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
理
学
療
法
士
で

あ
る
ロ
ビ
ン
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
氏
が
考
案
し
た
理
学
療
法
で
、
腰
痛
、
首
の
痛
み
、

手
足
の
痛
み
な
ど
を
解
決
す
る
健
康
回
復
の
た
め
の
「
自
己
管
理
方
法
」
に
よ
り
、

患
者
自
ら
が
「
自
分
で
治
す
」
と
い
う
心
構
え
を
持
つ
と
と
も
に
、
自
ら
再
発
防
止

に
努
め
る
治
療
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

北海道社会事業協会富良野病院
（略称　富良野協会病院）

理学療法士 中山 良人さん（43歳）

平成１２年に現在の北海道千歳リハビ
リテーション大学を卒業後、富良野協
会病院に就職。兵庫県明石市出身。趣
味は写真を撮ること。

みなさんの健康のために地域貢献活動を実みなさんの健康のために地域貢献活動を実施施

　リハビリテーション科では院内業務以外にも、関係機関と

協力し高齢者の悪化予防などを目的に講演や運動教室などを

行う「介護予防教室」をはじめ、小中学校で野球をしている

人を対象にけが予防のための検診を行う「肘検診」など、み

なさんの健康のために予防活動にも取り組んでいます。

　
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
法
は
、
腰
痛

治
療
の
世
界
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
な
っ
て
い
る
理
学
療
法
の

一
つ
で
す
が
、
日
本
で
は
歴
史

が
浅
く
、
あ
ま
り
広
く
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
私
も
そ
の
内
容
は

く
わ
し
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
腰
痛
で
整
形
外
科
を
受
診
す

る
方
の
　
％
は
原
因
が
特
定
で

８５

き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
患
者
さ
ん
を
数
多
く
診

る
中
で
「
悩
ん
で
い
る
人
た
ち

を
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
」
と

い
う
思
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

腰
痛
の
対
処
法
の
中
で
も
、
そ

の
有
効
性
が
世
界
的
に
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
「
マ
ッ
ケ
ン

ジ
ー
法
」
を
学
ぶ
た
め
、
平
成

　
年
か
ら
講
習
な
ど
を
受
け
、

２６平
成
　
年
　
月
に
国
際
認
定
資

２８

１２

格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
腰
痛
は
自
然
 治
癒
 力
が
あ
る

ち
　
ゆ

も
の
の
、
再
発
や
症
状
が
悪
化

す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
、
マ
ッ

ケ
ン
ジ
ー
法
を
受
け
た
患
者
さ

ん
か
ら
は
「
こ
ん
な
に
良
く
な

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」「
痛
み

で
あ
き
ら
め
て
い
た
け
ど
希
望

が
出
て
き
た
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
法
は
、
次
の

よ
う
な
段
階
を
踏
み
な
が
ら
、

治
療
に
適
し
た
理
学
療
法
と
再

発
防
止
の
た
め
の
方
向
性
を
患

者
さ
ん
と
一
緒
に
確
立
し
て
い

き
ま
す
。

【
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
法
施
術
の
流
れ
】

ス
テ
ッ
プ
虚
～
動
作
や
姿
勢
に

よ
る
症
状
（
痛
み
・
し
び
れ
）

の
変
化
を
捉
え
る

ス
テ
ッ
プ
許
～
自
分
の
症
状
の

タ
イ
プ
を
知
る

ス
テ
ッ
プ
距
～
実
際
の
取
り
組
み

ス
テ
ッ
プ
鋸
～
再
発
予
防

　
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
法
に
よ
る
問

診
は
、
特
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
抱

え
る
痛
み
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
日
常
生
活
の
中
に
潜
ん
で
い

ま
す
。
例
え
ば
、「
ソ
フ
ァ
ー
で

く
つ
ろ
ぐ
時
間
が
長
い
」
な
ど

細
か
な
こ
と
で
も
、
重
要
な
情

報
と
な
り
、
「
患
者
さ
ん
の
言

葉
」
の
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
痛

み
の
原
因
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
長
い
時
に
は
１
時

間
近
く
問
診
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
症
状
を
単
に
良
く
す

る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
一
歩

前
に
進
ん
で
自
宅
で
も
で
き
る

リ
ハ
ビ
リ
方
法
を
指
導
し
、
再

発
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
が
『
自
ら
』
考
え
て
行

動
し
症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
で
、
生
活
も
劇
的
に
変

わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で

は
、
私
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
も
資

格
取
得
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
腰
痛
な

ど
の
悩
み
か
ら
少
し
で
も
解
放

さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
整

形
外
科
医
師
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲患者を指導する中山さん
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人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、
若
年
層

の
市
民
を
対
象
に
、
結
婚
や
子
育
て
・
教
育
な
ど
の
施
策

に
関
す
る
「
人
口
減
少
対
策
に
係
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
調
査
結
果
は
、
今
後
の
事
業
や
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
て
い
き
ま
す
。

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
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珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

人口減少対策に係るアンケート調査結果

人
口
減
少
対
策
関
連
の

新
規
事
業
の
認
知
度
向
上
を

― 調査の概要 ―

対  象  者　平成２９年２月２８日現在の住民基
　　　　　本台帳に登録されている１８歳か
　　　　　ら３９歳の方の中から、無作為に
　　　　　抽出した１,０００人（うち９人は不
　　　　　明など返却・無回答）
回  収  数　３２０人　／　回  収  率　３２.３％
調査期間　平成２９年３月６日～３月２１日

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４

「「
予
定
予
定
」」
とと
 「「
理
想
理
想
」」
のの
　

子
ど
も

子
ど
も
数数
（
表
１
）

（
表
１
）　

　
配
偶
者
の
い
る
方
に
、

こ
れ
ま
で
に
持
っ
た
子
ど

も
の
数
と
今
後
持
つ
予
定

の
子
ど
も
の
数
を
足
し
た

「
予
定
子
ど
も
数
」
を
た
ず

ね
た
と
こ
ろ
、
男
性
で
２
・

　
人
、
女
性
で
２
・
　

人

３２

２８

と
な
り
、
前
回
の
調
査
よ

り
上
昇
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、「
理
想
子
ど
も
数
」
で

は
、
男
性
２
・
　

人
、
女

５６

性
２
・
　

人
と
、
前
回
の

５２

調
査
よ
り
低
く
な
り
ま
し

た
が
、
「
予
定
子
ど
も
数
」

に
比
べ
高
い
数
値
と
な
っ

て
い
ま
す
。

独
身
の
理

独
身
の
理
由由
（
表
２
）

（
表
２
）

　
配
偶
者
の
い
な
い
方
に
、

「
何
歳
で
結
婚
し
た
い
か
」

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
男
性

が
　
・
９
歳
、
女
性
が
　
・

２９

２７

９
歳
と
な
り
、
い
ず
れ
も

前
回
の
調
査
よ
り
年
齢
が

下
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
希
望
子
ど
も

数
」
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

男
性
で
２
・
　

人
、
女
性

１６

で
１
・
　

人
と
な
り
、
男

８３

女
と
も
に
前
回
の
調
査
よ

り
若
干
上
昇
し
ま
し
た
。

新
規
事
業
の
認
知

新
規
事
業
の
認
知
度度

（
表
３

（
表
３
））

　
配
偶
者
の
い
る
方
と
、

配
偶
者
の
い
な
い
方
で
結

婚
意
向
が
あ
る
方
に
、
昨

年
度
か
ら
新
た
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
に
つ
い
て

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
乳
幼

児
医
療
費
の
無
償
化
」
が

　
・
６
％
と
最
も
認
知
度

４２が
あ
り
、
次
に
「
お
む
つ

助
成
券
・
お
む
つ
用
ご
み

袋
給
付
」
が
　
・
３
％
と

２２

な
り
ま
し
た
。

特定不妊治療費助成

乳幼児医療費の無償化

おむつ助成券・おむつ用ごみ袋給付

第３子以降の子に対する出産祝金給付

第３子以降の子に対する就学助成

２.３２人

２.２３人

２.２８人

２.１２人

予定子ども数

男性

女性

２.５６人

２.５２人

２.５４人

理想子ども数

２.６４人

２９.９歳

２７.９歳

２９.６歳

何歳で結婚したいか

３０.５歳

２.１６人

１.８３人

１.７８人

希望子ども数

２.０６人
男性

女性

１０.０％ ６９.０％ ２１.０％

４２.６％ ３６.１％ ２１.３％

２２.３％ ５５.８％ ２１.９％

１６.１％ ６２.３％ ２１.６％

１１.３％ ６７.４％ ２１.３％

０％                                                                                             １００％

《上～今回調査結果 ／ 下～平成２７年度調査結果》

《上～今回調査結果 ／ 下～平成２７年度調査結果》

平成２８年度から新たに取り組んでいる事業の認知度

表１

表２

表３

《 　：知っている ／　：知らない ／　：無回答 》

男性

女性

男性

女性
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ち
が
、
農
作
物
に
改
め
て

感
謝
す
る
良
い
機
会
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
さ
て
今
回
は
、
私
が
参

加
し
て
い
る
「
ふ
ら
の
み

ら
い
ら
ぼ
」
の
活
動
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
今
年

度
は
「
は
た
ら
く
人
に

 地
域
お
こ

地
域
お
こ
しし

協
力
隊
通

 　
協
力
隊
通
信信
丑丑

フェイスブックで情報
発信をしています

富良野市地域おこし協力隊

検  索 角フェイスブックを
　チェック！

地域おこし協力隊!地域おこし協力隊!!!

ジ
オ
ふ
ら
の
・
市
提

供
番
組
「
元
気
ハ
ツ

ラ
ツ
ま
ち
づ
く
り
」
で
４

月
に
放
送
し
ま
し
た
「
メ

イ
ド
・
イ
ン
・
フ
ラ
ノ
」

の
関
連
事
業
「
ふ
ら
の
ア

ス
パ
ラ
祭
り
」
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
当
日
は
好
天

に
恵
ま
れ
、
出
店
に
は
行

列
が
で
き
る
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
旬
の

野
菜
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

る
「
食
」
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

「
美
味
し
い
」
だ
け
で
は
な

く
、
消
費
者
で
あ
る
私
た

か
を
仕
掛
け
ら
れ
れ
ば
と

も
考
え
ま
す
。
実
は
最
大

限
そ
の
恩
恵
に
預
か
っ
て

い
る
の
は
私
な
の
で
す
が

…
。
　
「
棒
積
み
」
の
風
景
は
、

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬

に
か
け
て
の
数
週
間
だ
け

現
れ
ま
す
。
連
作
を
避
け

る
関
係
で
、
同
じ
場
所
で

同
じ
風
景
を
見
ら
れ
る
の

は
、
早
く
て
も
８
年
後
に

な
り
ま
す
。
手
間
が
か
か

る
作
物
で
す
が
、
と
て
も

魅
力
的
で
も
あ
り
ま
す
。

休
明
け
の
ま
だ
少
々

肌
寒
い
日
、
樹
海
中

学
校
の
生
徒
・
先
生
と
一

緒
に
な
っ
て
「
青
え
ん
ど

う
豆
」
の
種
ま
き
を
し
ま

し
た
。
折
に
ふ
れ
申
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
青
え

ん
ど
う
豆
を
乾
燥
さ
せ
る

際
の
「
棒
積
み
」の
風
景
は
、

あ
る
種
懐
か
し

く
、
感
動
的
で
も

あ
り
ま
す
。
希
少

な
風
景
と
な
り

つ
つ
あ
る
現
在
、

地
域
・
郷
土
の
資

源
・
宝
と
し
て
再

考
し
て
も
良
い

の
で
は
と
、
外
様

の
視
点
で
思
い

ま
す
。

　
同
時
に
、
実
体

験
と
し
て
、
ま
た

は
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
と
し
て
、
生

徒
を
は
じ
め
関

係
者
の
心
に
何

ラ

連

　第２回ふらの東山エリア
　フォトコンテスト開催決定！
　応募期間　７月１日～８月３１日

果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果
果果

東東 山山

笠原伸笠原 伸介介さんさん

富良富良野野

浦田芳浦田 芳穂穂さんさん

▲青えんどう豆の種まき（樹海中学校内の特設ほ場）

な
っ
て
I
C
T
エ
ン
ジ
ニ

ア
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

「
ま
ぜ
て
、
ま
な
ぶ
」
を
合

言
葉
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
に

興
味
が
あ
る
子
ど
も
か
ら

シ
ニ
ア
ま
で
、
一
緒
に
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
を
学

ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
は

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
出
場
を
め
ざ
す

と
同
時
に
、
I
C
T
分
野

で
働
く
と
は
ど
ん
な
こ

と
？
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア

を
考
え
る
き
っ
か
け
作
り

も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
代
に
は
欠
か
せ
な
い
情

報
処
理
や
通
信
に
関
連
す

る
技
術
を
、
大
人
の
知
恵

と
、
子
ど
も
の
好
奇
心
を

結
び
つ
け
な
が
ら
、
楽
し

く
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

隊
員
の
日
々
の
活
動
や
、
幅
広
い
地

域
活
動
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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ちょっくら

となりまち

今月のテーマ

アウトドアを

楽しもう！

　中富良野　

北星山観光リフト営業開始
　６月１７日から、北星山町営ラベンダー園に
ある観光リフトの営業を開始します。４種類
のラベンダーと、色とりどりの花畑。そして
頂上の展望台で富良野盆地の田園風景と十
勝岳連峰の絶景を満喫しませんか。

リフト営業時間　午前９時～午後６時
リフト往復料金　大人３００円、子ども２００円

鰹問 なかふらの観光協会　拶３９‐３０３３

　南富良野　

カヌー・ラフティングに　
挑戦しませんか

　湖面にカヌーを滑らせ、目の前に広がる大自
然を満喫！ラフティングでは緑に囲まれ、手
つかずの自然が残った空知川で大迫力の川下
りを体験してみませんか。初心者や家族でも、
気軽に楽しめる各種スクールや、豊富なツ
アーもありますので、くわしくは問い合わせ
ください。

鰹問 NPO法人南富良野まちづくり観光協会　拶３９‐７０００

　占冠　

大自然に囲まれたニニウキャンプ場
　ニニウには、ヒグマやエゾシカなど、たく
さんの動物が棲息しています。ニニウキャン
プ場は、彼らからほんの少し間借りさせても
らった場所でキャンプを楽しむことができ
ます。また、管理棟内のクライミングウォー
ルや、キャンプ場に向かう途中の「 赤  岩  青  巌 

あか いわ せい がん

 峡 」でのロッククライミング、さらには「赤
きょう

岩青巌峡遊歩道」では自然散策も楽しめます。

鰹問 ニニウキャンプ場　拶５６‐２３５２

　上富良野　

白銀荘野営場
　大雪山国立公園十勝岳連峰の中腹にある大
自然に囲まれた野営場。隣接する吹上温泉保養
センター白銀荘や、少し足をのばして吹上露天
の湯で温泉が楽しめます。夜は明かりを消して、
星を見ながらゆっくりとした時間をお過ごし
ください。標高１,００５ｍで見る星空は、まさに
手を伸ばせば届きそう。今年は一味違った国立
公園内でのキャンプがオススメです！

鰹問 吹上温泉保養センター白銀荘　拶４５‐４１２６

果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

《
意
見
》

　
年
々
、
高
齢
者
の
シ
ル
バ
ー
マ
ー

ク
運
転
手
が
増
加
す
る
中
、　

歳
に

７０

な
る
と
、
警
察
署
か
ら
案
内
が
来
て

教
習
所
で
自
動
車
の
運
転
並
び
に
講

習
を
受
け
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の

人
に
よ
っ
て
は
危
な
い
走
行
車
が
い

て
、
減
速
し
な
い
人
、
方
向
指
示

（
ウ
イ
ン
カ
ー
）
を
出
さ
な
い
人
な
ど
、

目
に
余
る
ほ
ど
の
運
転
手
が
お
り
、

運
転
を
や
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

一
般
者
に
も
方
向
指
示
を
出
さ
な
い

人
も
見
受
け
ま
す
。
こ
れ
で
は
富
良

野
交
通
が
何
ら
か
の
形
で
 麻
  痺
 さ
れ

ま
 

ひ

ま
す
よ
。
春
日
町
の
ト
ン
ネ
ル
を
超

え
た
信
号
機
も
、
午
後
８
時
ご
ろ
、

赤
で
も
走
行
し
て
い
る
の
で
、
警
察

に
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
指
示
し
た

経
過
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
要
望
事
項
と
し
て
、
東
町

か
ら
東
麻
町
を
通
る
農
業
共
済
組
合

横
の
道
路
上
（
東
雲
通
り
）
で
、
朝
・

夕
と
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
す
る
車

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

道
は
、
お
年
寄
り
の
散
歩
す
る
人
が

結
構
見
受
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
も

通
り
ま
す
の
で
、
事
故
が
起
き
て
か

ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
少
な
く
て
も

時
速
　
娃
な
い
し
　
娃
の
標
識
が
必

３０

４０

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
物
の
投
げ
捨
て
も
あ
り
ま
す
。
す

べ
て
罰
則
的
表
示
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。
要
望
と
し
て
お
願
い
し
ま
す
。

警
察
に
も
取
り
締
ま
り
を
お
願
い
し
、

各
町
内
会
で
も
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
般
、

事
件
の
多
い
日
が
あ
ち
こ
ち
で
起
き

て
い
ま
す
が
、
厳
重
に
取
り
計
ら
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
再
度
申
し
上
げ
ま
す
が
、
事
故
・

事
件
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま

す
。
早
急
に
内
容
を
判
断
し
、
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

　《
回
答
》

　
東
雲
通
り
の
速
度
制
限
に
つ
い
て

は
、
現
在
規
制
は
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
３
年
前
に
地

域
要
望
が
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

の
看
板
を
提
供
し
、
地
域
で
設
置
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
質
問
の
速
度
制
限
の
実
施
で
す

が
、
交
通
規
制
の
決
定
は
北
海
道
公

安
委
員
会
で
あ
る
た
め
、
地
域
か
ら

規
制
の
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
市
が

警
察
に
対
し
要
望
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
道
路
を
利
用
す
る
住

民
に
影
響
が
及
ぶ
た
め
、
地
域
住
民

全
体
の
要
望
と
し
て
、
市
に
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
連
合
町
内
会
な
ど
で
議
論

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
含
め
、

車
両
か
ら
ご
み
を
捨
て
る
な
ど
の
行

為
は
、
こ
の
地
域
に
限
ら
な
い
問
題

で
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
も
大
切
な

の
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
広
報
な
ど
で
マ
ナ
ー
の

向
上
に
つ
い
て
啓
発
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

鰹問 
市
民
協
働
課
　拶

３
９
‐
２
３
１
１

速
度
制
限
の
標
識
に
つ
い

速
度
制
限
の
標
識
に
つ
い
てて

市民 声声の
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注目の本！

　なぜ自分だけがこんな目
に？終わりなき介護で揺れ
る日常に沈んだ不安は今日
も漂流して…。表題作ほか全
３編を収録。『文藝』『三田文
學』掲載を単行本化。

        どんぶらこ
いとう せいこう

◆開館時間　

 《火・木曜日》　
　午前１０時～午後６時

 《水・金曜日》　
　午前１０時～午後７時

 《土・日曜日》　　
　午前９時～午後５時

◆６月の休館日

　毎週月曜日
　３０日鰹金 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

一般書 NEW

厳選！おいしいご飯・丼もの
レシピ / クックパッド株式
会社

北海道 樹木図鑑 / 佐藤 孝夫

ぴあ かいけつゾロリ 
/ ぴあMOOK

児童書 NEW

１０分で読める大わらい落語 
/ 橘屋 仲蔵

わんぱくだんの おかしなお
かしや / 末崎 茂雄

トキメキ探偵マヂカ★マジオ 
/ こぐれ京

平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）

平
成
の
大
冷
害

　
平
成
５
年
は
日
本
中
が
冷
夏
と
な
り
、
北
海
道
で
も
春
先
か
ら
異
常

低
温
と
日
照
不
足
が
続
い
た
。
水
稲
の
作
況
指
数
は
実
に
　
で
 著
 し
い

い
ち
じ
る

４０

不
良
と
な
り
、
戦
後
最
悪
の
冷
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

　
市
で
は
異
常
気
象
農
業
対
策
本
部
を
設
置
し
、
緊
急
対
応
に
あ
た
っ

た
が
、
収
穫
が
皆
無
に
等
し
い
農
家
も
多
く
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

　
一
方
、
業
者
が
米
を
買
い
占
め

た
た
め
に
米
不
足
と
な
り
、
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
が
広
ま
る
と
、
市
民
は

店
頭
に
列
を
な
し
て
買
い
求
め
た
。

「
平
成
の
米
騒
動
」
と
呼
ば
れ
た
異

常
事
態
と
な
り
、
市
民
は
緊
急
輸

入
さ
れ
た
外
国
米
で
し
の
が
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

峡

▲

実
ら
ぬ
稲
穂
を
見
つ
め
る
作
況
調
査

▲

異
常
気
象
農
業
対
策
本
部
の
設
置

（
平
成
5
年
9
月
　
日
）　
　
　
　

１４

展示・イベント

【２階多目的ホール】

　おはなし会　　　　　　　６月１０日鰹土 　午前10時30分

　英語のおはなし会　　　　６月１７日鰹土 　午前10時30分

【１階読み聞かせコーナー】

　どんぐりおはなし会　　　毎週水曜日　 午後３時

図書館のホームページもご覧ください

富良野図書館 検  索

較

こちらをチェック！

ＢＯＯＫＳ
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三村 匡 三村  匡 さんさん    ((１１歳歳)) 西町　西町

たすたすくく

 　

お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

　大好大好きき竃竃仲良し男仲良し男子子

左か左からら

三 三上上 大揮  大  揮 さんさん    (１歳)(１歳)　瑞穂町瑞穂町

だいだい きき

櫻 櫻木木蒼士  蒼  士 さんさん    ((１歳１歳))　瑞穂町瑞穂町　

そうそう しし

とても元気でわんぱくな男のとても元気でわんぱくな男の子子竃竃

　
子
育
て
真
っ
最
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
ん
だ
り
、

親
同
士
が
交
流
す
る
場
所
と
し
て
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
、
虹
い
ろ
保
育
所
の
園
庭
を

開
放
し
ま
す
。

　
園
庭
に
は
、
小
さ
な
子
ど
も
で
も
安
心
し

て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
遊
具
や
砂
場
な
ど

が
完
備
さ
れ
、
夏
の
暑
い
と
き
に
は
水
遊
び

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
他
の
子
ど
も
と
遊
ば
せ
て
あ
げ

た
い
」「
ち
ょ
っ
と
気
分
転
換
に
違
っ

た
場
所
に
行
っ
て
み
た
い
」「
虹
い
ろ

保
育
所
っ
て
ど
ん
な
所
？
」
な
ど
と

思
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
虹
い
ろ
保
育

所
の
園
庭
開
放
に
参
加
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

▲昨年７月、虹いろ保育所の園庭で開催された
「ふれあい広場」には多くの親子が参加

虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育

虹
い
ろ
保
育
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所

園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら

　
園
庭
解
放
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹
いいいいいいいいいい
ろろろろろろろろろろ
保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育

虹
い
ろ
保
育
所所所所所所所所所所所

園園園園園園園園園園
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
開開開開開開開開開開
放放放放放放放放放放
のののののののののの
おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

　
園
庭
開
放
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

鰹問 
虹
い
ろ
保
育
所
                  

拶
２
２
‐
２
５
３
３

８月９日鰹水 ７月１２日鰹水 ６月２１日鰹水 
開催開催日日

１１月１５日鰹水 １０月１１日鰹水 ９月１３日鰹水 

午前１０時～１１時３０分時時　間間

虹いろ保育所園庭（幸町８‐２５）場場　所所

各日先着１０組の親子　定定　員員

就学前の未就園児及びその保護者対象対象者者

前日までに虹いろ保育所の窓口、または電
話で申し込みください。

申込申込みみ

雨天の場合は保育所の室内で実施します。そのその他他

≪事前申し込みが必要です≪事前申し込みが必要です≫≫

虹虹いいろろ保保育育所所のの園園庭庭開開放放ススケケジジュューールル（（予予定定））
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ズームアップ

まちのできごと

▼子どもと地域を絵本がつなぐ
こどもの図書館まつり　５月１０日鰹水 ～１４日鰹日 

▼ アスパラ料理に長蛇の列
ふらのアスパラ祭り　５月１３日鰹土 

産地消を推進するため、今年度から事業を実

施しているメイドインフラノの一環で、ふら

のアスパラ祭りがリバーモール商店街で開催され、

地場産品などを使った限定メニューが振る舞われ

ました。当日は天候にも恵まれ、多くの市民など

が来場し、出店した８店舗には料理を買い求める

人で長蛇の列ができました。また、糖度や太さを

競うアスパラ王決定戦も開催されました。

地
書館や本に親しんでもらおうと、毎年開催し

ているこどもの図書館まつり。絵本の読み聞

かせや、館内の３つのポイントを回るとおもちゃ

がもらえるスタンプラリー、息を吹きかけるとク

ルクルと回る吹きコマ制作などが催されました。

中でも人気の「こども古本市」には、約２,５００冊の

児童書を用意。真剣な眼差しで子どもたちが好み

の本を探して、笑顔で持ち帰っていきました。

図

▼舞い踊る桜 しとやかに
やまべさくらまつり　５月１４日鰹日 

回で６４回目となるやまべさくらまつりが東大

樹木園で開催され、多くの人でにぎわいまし

た。園内の桜の見ごろは過ぎて、時々、桜吹雪が

舞う中、開会式で山部商工会の髙橋穣二会長が「頑

張って咲いている桜のパワーをもらいながら盛り

上げてきましょう」とあいさつ。バーベキューを

はじめ、紅白もちまきなどが行われ、来場者は楽

しいひとときを過ごしていました。

今

▼ この山菜食べられる？
もぐもぐハイク　５月２１日鰹日 

部の魅力を肌で感じてもらおうと、さまざま

な体験学習を通して交流活動に取り組んでい

る山部@まるごと体験村。今回は山部自然公園太

陽の里で山菜教室を開催。悠々の森に繁茂してい

る山菜の特徴を地元ガイドの小笠原繁男さんが説

明し、参加者３３人が山菜採りを楽しみました。昼

食にはタランボなどの天ぷら料理や手打ちそばが

提供され、参加者は心も胃袋も満たしていました。

山
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ズームアップ

まちのできごと

ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

▼山部太陽の里を満喫しよう
ふれあいの家オープン式　４月２９日鰹土 

域住民や、キャンプ愛好家などから親しまれ

ている山部自然公園太陽の里ふれあいの家で、

今年の施設開館を祝うオープン式が開催されまし

た。関係者でテープカットを行い、駆け付けた子

どもたちにお菓子や綿あめをプレゼント。また、

山部自然公園太陽の里パークゴルフ場も同日オー

プンし、この日を待ちわびた人たちが、早速、芝

の感触を確かめながら、プレーを楽しみました。

地

▼埼玉県と農業分野で交流
埼玉県農業大学校先進農家等体験実習受入式　５月８日鰹月 

成１３年度から農業分野で交流している埼玉県

から、北海道の農業経営を学ぶため、埼玉県

農業大学校の皆川真美さん（１９歳）が来富。市役

所で開催された受入式で皆川さんは「富良野で栽

培技術を身につけたい」と抱負を話し、山部の指

導農業士、 天  間 幸博さんの下で６７日間の研修を受
てん ま

けています。この冬には、富良野から緑峰高校農

業特別専攻科の学生が埼玉県で研修する予定です。

平

▼地域に根差した学校づくり
コミュニティ・スクール指定書交付式　４月２２日鰹土 

域とともにある学校づくりをめざして、教育

委員会では今年度からコミュニティ・スクー

ル（学校運営協議会）制度を導入し、市内全小学

校９校と樹海中学校をコミュニティ・スクールに

指定し、指定書を交付しました（写真は富良野市

立富良野小学校）。今後、指定校では保護者や地域

住民などで構成する学校運営協議会を開催し、地

域全体で子どもたちを支えていきます。

地
▼ ごみのポイ捨てヤメテ

第３４回クリーンタウンプロジェクト　４月２６日鰹水 

良野市立樹海中学校では、生徒たちがボラン

ティア精神を育み、ごみを捨てない・捨てさ

せないモラルを身につけるため、毎年クリーンタ

ウンプロジェクトを開催し、国道３８号線沿道のご

み拾いを実施しています。全校生徒２０人が 「交通

安全」と書かれた黄色いたすきを身につけ、ごみ

袋片手に作業を行い、捨てられている空き缶や空

きびんの多さに目を丸くしていました。

富
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◆免除の承認を受けた期間の翌年度から３年以上経
過した期間を追納する場合の納付額は、当時の保険
料額に一定の加算額が上乗せされたものになります。
※老齢基礎年金受給者は追納できません。

　将来受け取る年金額を増額するためにも、余裕が
できた時に追納することをおすすめします。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２７年６月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

国民年金保険料の免除期間がある方へ

　国民年金には、経済的な理由などで保険料を納める
ことが困難な場合、申請により保険料の全額、または
一部が免除される「申請免除制度」や学生でない５０歳
未満の方を対象に保険料の納付が猶予される「納付猶
予制度」、学生の方のみを対象とした「学生納付特例制
度」があります。
　国民年金の第１号被保険者が、保険料の免除（全額
免除・一部納付）や納付猶予、学生納付特例を受けて
いた期間は、年金を受け取るために必要な受給資格期
間に算入されますが、受け取る年金額は保険料を全額
納付した場合より少なくなります。
　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る老
齢基礎年金を増額するために、過去１０年間であればさ
かのぼって納めることができる追納制度があります。
◆保険料を追納する場合、古い期間から納付すること
になりますが、学生納付特例の期間がある場合は、そ
の期間から納付になります。

　乳幼児は免疫（病原体を攻撃するしくみ）が未

発達で、さまざまな感染症にかかります。中には、

確実な治療法がなく、深刻な合併症・後遺症や死

の危険すらある病気もあります。ワクチンは、免

疫を安全につけて、感染症の発症・重症化を防ぐ

「個人防衛」に役立ちます。また、多数の接種によっ

て感染症の流行を阻止する集団免疫効果が生じ、

接種できない人を間接的に守る「社会防衛」にも

つながるのです。

　ワクチンには接種年齢があります。０歳からの

Hib（インフルエンザ菌ｂ型）、肺炎球菌、Ｂ型肝

炎、４種混合 （ジフテリア・百日咳・破傷風・ポ

リオ）、BCG（結核菌）、ロタウイルス、１歳から

のMR（ 麻  疹 ・風疹）、
ま しん

 水痘 、おたふくかぜなどで
みずぼうそう

す。接種年齢に達していない乳幼児は、ワクチン

による「個人防衛」ができません。また、妊婦や

ワクチンを受けられない病気の人、体力の低下し

た高齢者なども「個人防衛」ができない場合があ

ります。ワクチン接種をできる人たちがきちんと

受けることで、集団免疫効果による「社会防衛」

ができるようになるのです。

　経験を積んだ小児科医はみんな「ワクチンさえ

していれば…」という子を診た経験があります。

「Hibワクチンを接種していれば 喉  頭  蓋  炎 で窒息し
こう とう がい えん

そうにならなかったはず」「肺炎球菌ワクチンを接

種していれば 髄  膜  炎 で苦しまなかったはず」とい
ずい まく えん

う「個人防衛」に失敗した例。「この子が麻疹ワク

チンを接種していれば、乳児に感染させてあわや

死にそうにはしなかったはず」「この子が百日咳ワ

クチンを接種していれば、１カ月の赤ちゃんに感

染させて無呼吸発作連発の危険な状態にはしな

かったはず」という、「社会防衛」に失敗した例。

　ワクチン接種は自分だけで

なく、自分の周りの大切な人

たちも守ります。ぜひ適切な

時期に接種を受けましょう。

１人はみんなのために、みん

なは１人のために。

ワクチン接種：１人はみんなのために、みんなは１人のために

今月のテーマは

こんにちは

医師会 角谷です！



1177 FFuurraannoo 22001177--66

クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所に置いてあ

ります。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　　

拶３９‐１１６６
 　月～金曜日　 　      
午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌子ども用紙おむ子ども用紙おむつつ捌捌犬用紙おむつ犬用紙おむつ捌捌８段飾りお雛様８段飾りお雛様捌捌鏡台鏡台
捌捌富良野高制服男子（１８０A）・ワイシャツ長袖・半袖（１８０Ａ富良野高制服男子（１８０A）・ワイシャツ長袖・半袖（１８０Ａ））

捌捌エレクトーンエレクトーン　　　　　　　　　

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌ベビーカベビーカーー捌捌富良野高制服男子（Ｌ富良野高制服男子（Ｌ））捌捌ベビーベッドベビーベッド

捌捌ベビーバベビーバスス捌捌ベビーラッベビーラックク捌捌ベビー用バウンサベビー用バウンサーー

捌捌子ども用紙おむ子ども用紙おむつつ捌捌ＦＦストーブ（１０帖用ＦＦストーブ（１０帖用））

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー

環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

ごみ出しルールの徹底を！

　生ごみの指定袋は、とうもろこしから作られ

た分解する袋を採用しています。最近、生ごみ

をレジ袋で出しているケースが目立っています。

レジ袋は分解されずに最後まで残ってしまうた

め、生ごみ堆肥の品質が低下し、リサイクルが

できなくなります。生ごみを出す場合は、必ず、

指定袋を使用してください。指定袋は、ごみ袋

販売登録店で購入してください。

　また、固形燃料ごみやプラスチック類では、

ごみ袋を二重にしたり、ごみを入れた小袋のま

まごみ袋に入れるケースが目立っています。こ

うして出されたごみは、人の手で袋を破いて、

中身の点検や選別作業を行うなど、作業に支障

をきたしていますので、小袋の中身を出してバ

ラバラの状態でごみ袋に入れるなど、二重袋で

は出さないでください。

資源回収ステーションの使用

　資源回収ステーションは、町内会、または地

域で管理しており、ごみを出す場所は決められ

ています。他の地域の資源回収

ステーションにごみを出すこ

とはできませんのでご注意く

ださい。

　ごみを出す場所が分からな

いときは、町内会長に問い合わ

せください。

　消費者が商品・サービスを選ぶ時、品質や価格

などは重要な基準になります。ところが、商品・

サービスの品質や価格について、実際よりも優良

または有利と見せかける表示が行われると、消費

者が実際には質の良くない商品・サービスを買っ

てしまい不利益を被るおそれがあります。

　そのため、景品表示法では誤認させる表示（不

当表示）を禁止しています。

◆優良誤認表示　商品やサービスの品質、規格な

どの内容について、実際のものや事実に相違して

競争事業者のものより著しく優良であると消費者

に誤認される表示。

（例）国産有名ブランド牛ではない国産牛肉である

にもかかわらず、「国産有名ブランド牛の肉」であ

るかのように表示していた。

◆有利誤認表示　商品やサービスの価格などの取

引条件について、実際のものや事実に相違して競

争事業者のものよりも著しく有利であると消費者

に誤認させる表示。

（例）家電量販店の店頭価格について、「競合店の

平均価格から値引きする」と表示しながら、その

平均価格を実際の平均価格よりも高い価格に設定

し、そこから値引きしていた。

※今年（４月末）もすでに１４業者に、景品表示法

にもとづく措置命令が出されています。くわしく

は消費者庁のホームページをご覧ください。

今月の豆知識は

不当表示の禁止

▲二重袋の状態
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 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

児
童
手
当
・
特
例
給
付

現
況
届
の
提
出
を

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
「
児
童
手

当
・
特
例
給
付
現
況
届
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
は
、

毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況

を
記
載
し
提
出
す
る
こ
と
で
、

６
月
分
以
降
の
手
当
を
継
続
し

て
受
給
で
き
る
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は

「
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況

届
」
の
用
紙
を
６
月
初
め
に
郵

送
し
ま
す
。

　
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
・
特

例
給
付
が
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
５
月
に
児
童
手
当
・

特
例
給
付
の
認
定
請
求
の
手
続

き
を
し
た
方
は
、
こ
の
届
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
期
限
　
６
月
　
日
鰹金 

３０

提
出
先
　
市
民
課
医
療
国
保
係

（
市
役
所
韻
・
吋
番
窓
口
）、
ま

た
は
山
部
・
東
山
支
所

鰹問 
市
民
課

拶
３
９
‐
２
３
１
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

水
道
料
金
・
下
水
道
　

　
　
 使
用
料
の
減
免

対
　
象
　
「
生
活
保
護
世
帯
」

「
母
子
家
庭
等
」
「
　
歳
以
上
の

７０

高
齢
者
世
帯
（
配
偶
者
は
　
歳
６５

以
上
）」
「
身
体
障
害
者
手
帳
の

1
級
ま
た
は
2
級
、
療
育
手
帳

の
A
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
1
級
の
方
が
在
宅

す
る
世
帯
」
で
、
か
つ
当
該
年

度
の
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

減
免
率

鞄
基
本
料
金
（
８
弱
ま
で
）　

％
４５

鞄
超
過
料
金
（
１
弱
ご
と
）　

％
２０

　
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
上
下
水
道
課
に
水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
減
免
申
請
書
と

同
意
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
上
下
水
道
課
、
市

民
年
金
係
、
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
、
山
部
・
東
山
支
所
に
も
あ

り
、
申
請
も
で
き
ま
す
。

鰹問 
上
下
水
道
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
食
育
」
を
家
庭
や
地
域
か
ら

◆
６
月
は
食
育
月
間
で
す

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
・

　
  家
族
そ
ろ
っ
て
晩
ご
は
ん
」

　
食
育
は
、
学
校
な
ど
で
は
も

ごみＱ＆Ａ

６月号

Ｑ．旅行用のスーツケース
（布・革・プラスチック製）
は何ごみ？

Ａ．固形燃料ごみの袋から、
はみ出ない大きさであれば固
形燃料ごみとして出せます。
その際、金属部分はできるだ
け取り外してください。袋に
入らない大きさのものは、粗
大ごみになりますので、事前
に市役所、または支所で申し
込みをしてください。

Ｑ．市販の漬物重石は何ごみ？

Ａ．２０㎏未満のものは、灰に
なります。一度に２０㎏までで
あれば、無色透明の袋に入れ、
灰の日に出すことができます。
２０㎏ を超えるものは、粗大ご
みになります。

ありがとうございます

荒木 寿幸さん
（生きがい教室《木彫教室》用として）

　木彫用材木0.9逢
　　　　　　糸のこ盤１台

富桑工業株式会社
代表取締役 桑原 守孝さん
（一般寄附）　　　　金１００万円

株式会社北菱　
代表取締役社長 宍戸 浩さん
（高齢者福祉及び青少年育成のため）
　　　　　　　　　金３００万円

株式会社アリヤス設計コン
サルタント
代表取締役会長 河村 有泰さん
（創業５０周年を記念して）
　　　　　　　　体重計３台

木村 寧さん
（博物館へ）　
FISワールドカップスキー競技
フラッグほか14点

寄 付ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
庭
や
地
域

に
お
け
る
実
践
が
と
て
も
重
要

で
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
子
ど

も
た
ち
の
食
育
」
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
活
用
く
だ
さ
い
。

学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
「
食
育
」

の
紹
介
や
、
家
庭
で
実
践
す
べ

き
こ
と
な
ど
の
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
教
育
・
文

化
→
教
育
委
員
会
→
「
子
ど
も

た
ち
の
食
育
」

鰹問 
学
校
教
育
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
２
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ど
さ
ん
こ
・
子
育
て
　

　
　
　
　
特
典
制
度

　
北
海
道
で
は
、
市
町
村
と
と

も
に
地
域
や
全
道
各
地
の
企
業

広報紙に広告を掲載しません広報紙に広告を掲載しませんかか

掲 載 料　

　１種広告 １カ月   16,000円

　２種広告 １カ月   32,000円

※くわしくは、企画振興課ま
で。要項は、市ホームページ
にも掲載しています。

鰹問 企画振興課  拶３９‐２３０４

１種広告１種広告枠枠

２種広告２種広告枠枠

広報ふらの（２色刷り）

毎月 ９,６００部 発行

市内全戸・市内事業所などに配布

▼広告掲載ページ

1カ月単位で掲載可
６カ月・１年掲載だとお得に！
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や
施
設
の
人
た
ち
と
一
緒
に

な
っ
て
、
社
会
全
体
で
子
育
て

家
庭
を
応
援
す
る
た
め
に
、「
ど

さ
ん
こ
・
子
育
て
特
典
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

制
度
内
容
　
特
典
カ
ー
ド
を
配

布
し
、
子
ど
も
と
同
伴
で
買
い
物

や
施
設
利
用
を
行
う
際
に
、
カ
ー

ド
の
提
示
で
協
賛
店
舗
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

協
賛
店
　
北
海
道
、
結
婚
・
妊

娠
・
出
産
・
育
児
総
合
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
H
A
G
U
K
U
M
U

（
ハ
グ
ク
ム
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
協
賛
店
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
が

貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

妊
娠
中
の
方
、
ま
た
は
小
学
校

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
。

配
布
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

鰹問 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

拶
３
９
‐
２
３
３
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ワ
イ
ン
樽
の
販
売

　
ワ
イ
ン
の
熟
成
に
使
用
し
た

樽
を
販
売
し
ま
す
。
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
や
花
壇
な
ど
に
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
イ
ズ
　
容
量
２
２
５
渥

（
オ
ー
ク
材
使
用
、
大
き
さ
　
㎝
９０

×
　
㎝
位
、
重
量
　
　
程
度
）

７０

５０
kg

販
売
数
　
先
着
　
本
　

２０

価
　
格
　
２
１
６
０
０
円
（
税
込
）

送
　
料
　
配
達
を
希
望
す
る
場

合
は
別
途
送
料
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い

※
引
き
取
り
の
場
合
は
無
料

販
売
期
間
　
6
月
　
日
鰹金 
ま
で

３０

（
無
く
な
り
次
第
販
売
終
了
）

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

鰹問 
ぶ
ど
う
果
樹
研
究
所

拶
２
２
‐
３
２
４
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

農
業
者
年
金
  　
　
　

 　
現
況
届
の
提
出
を

　
農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
に
は
、
５
月
末
に
現
況
届

が
自
宅
へ
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

６
月
　
日
鰹金 
ま
で
に
農
業
委
員

３０

会
、
ま
た
は
山
部
・
東
山
支
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、

　
月
支
給
分
か
ら
差
し
止
め
と

１１な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
住
所
・
振
込
先
の
変

更
は
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
、
ま
た

は
農
業
委
員
会
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
農
業
者
年
金
受
給
者

が
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
Ｊ
Ａ
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
未
支
給
分
の
年

金
が
あ
る
場
合
は
、
ご
家
族
の

方
が
請
求
で
き
ま
す
。

鰹問 
農
業
委
員
会

拶
３
９
‐
２
３
２
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
白
ポ
ス
ト
」
を
　
　

　
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
市
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
で

は
、
有
害
図
書
な
ど
を
投
函
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
悪

書
追
放
ポ
ス
ト
（
通
称
／
白
ポ

ス
ト
）」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
な
ど
で
、
子
ど
も
た

ち
に
見
せ
た
く
な
い
、
捨
て
る

の
に
困
っ
て
い
る
本
や
Ｄ
Ⅴ
Ｄ

な
ど
が
あ
れ
ば
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。
ポ
ス
ト
は
文
化
会
館
横

（
機
関
車
側
）
駐
車
場
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

鰹問 
社
会
教
育
課
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

へ～そ～なんだ こんなことやります！今年のふらへ～そ～なんだ　こんなことやります！今年のふらのの

　平成２９年度に行う市役所の仕事から、代表的な事業を抜き出し、その仕事の概要と

かかる費用を説明しています。本書を希望される方は企画振興課、図書館、山部・東

山支所でお渡しします。市のホームページからもご覧になれます。

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４

市民向け予算説明書
 

「富良野子ども保養キャンプ」を開催して、
子どもたちを笑顔にしたい！

　７月末からの約１週間、東日本大震災による被
災地の子どもたちを富良野に招いて子どもたちを
元気づける「富良野子ども保養キャンプ」を企画し、
大自然と市民との心の交流を図ります。この取り
組みにおける活動資金の支援をみなさんより募集
します。

事業主体「ふらのチャリティウォーク実行委員会」

支援者から資金募集期限　７月21日鰹金 まで

個人からの資金提供方法
　提携会社アクトナウが作成し
た下記のホームページアドレス、
または右のＱＲコードから専用
のホームページよりプロジェク
ト内容を確認の上、申し込みく
ださい。
http://actnow.jp/project/furano_charity/detail

富良野市クラウドファンディング応援事業に
関する問い合わせは企画振興課（拶３９‐２３０４）まで

富良野市クラウドファンディング応援事業
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

国
民
保
護
情
報
の
配

信
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
な
ど
の

国
民
保
護
情
報
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
通
じ
て

市
の
防
災
行
政
無
線
、
登
録
制

メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
み
な
さ
ん

に
伝
達
さ
れ
る
ほ
か
、
消
防
庁

か
ら
携
帯
大
手
事
業
者
（
株
式

会
社
N
T
T
ド
コ
モ
、
K
D
D

I
株
式
会
社
、
沖
縄
セ
ル
ラ
ー

電
話
株
式
会
社
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
株
式
会
社
）
を
経
由
す
る
エ

リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー

ル
に
よ
り
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ほ
と
ん
ど
が
、
エ
リ
ア

メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を

受
信
で
き
ま
す
が
、
一
部
に
は

受
信
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
消
防
庁
で
は
、
お
持
ち
の

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
受
信
で
き
る
か
ど
う
か
の
確

認
手
順
と
、
受
信
で
き
な
い
（
ま

た
は
受
信
で
き
る
か
分
か
ら
な

い
）
場
合
の
対
策
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鰹問 
総
務
課
拶
３
９
‐
２
３
０
０

 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
の
自
然
に
　

　
　
　
親
し
む
集
い

～
第
２
回
「
十
勝
岳
の
火
山
活

動
と
小
松
原
原
生
林
」
～

　
十
勝
岳
の
麓
で
、
過
去
の
噴

火
活
動
の
痕
跡
と
そ
こ
に
生
き

る
樹
木
や
草
花
を
観
察
し
ま
す
。

※
軽
登
山
に
な
り
ま
す
。
自
分

の
体
力
な
ど
を
考
慮
し
、
十
分

に
準
備
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

と
　
き
　
７
月
２
日
鰹日 

　
　
　
午
前
８
時
～
午
後
3
時

と
こ
ろ
　
小
松
原
原
生
林
（
文

化
会
館
前
に
集
合
し
、
バ
ス
に

乗
車
）

講
　
師
　
和
田
 恵
治
さ
ん
（
旭

川
教
育
大
学
）

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
　
人
（
富
良
野

２０

市
民
の
方
を
優
先
。
申
し
込
み

が
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

服
　
装
　
 野
外
活
動
に
適
し

た
服
装

申
込
み
　
６
月
　
日
鰹土 
ま
で
に

２４

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

東
大
演
習
林
　
　
　

　
  　
催
し
の
ご
案
内

【
大
麓
山
ハ
イ
キ
ン
グ
登
山
会
】

　

十
勝
岳
連
峰
の
最
南
端
に

位
置
す
る
標
高
1
4
5
9
ｍ
の

大
麓
山
に
２
時
間
弱
で
登
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
緒
に
自
然

景
観
や
高
山
植
物
の
観
察
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

と
　
き　

７
月
９
日
鰹日 

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
雨
天
時
は
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
こ
ろ　

東
京
大
学
演
習
林

（
麓
郷
森
林
資
料
館
駐
車
場
集
合
）

定
　
員
　
　
人
（
申
し
込
み
が

３０

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
　
無
料

受
付
期
間
　

　
　
　
６
月
　
日
鰹月 
～
　
日
鰹木 

１２

22

【
公
開
セ
ミ
ナ
ー
】

　
新
緑
の
演
習
林
を
散
策
し
な

が
ら
、
森
林
環
境
の
保
全
と
持

続
的
な
木
材
生
産
に
つ
い
て
学

び
ま
せ
ん
か
。

※
基
本
的
に
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

第13回公民館フェス第13回公民館フェスタタ　会場 文化会館全館会 場　文化会館全館

６月１０日（土）
※は事前申込が必要

　◆作品展示
　　と　き　午前９時～午後９時

※◆大人の塗り絵教室
　　と　き　午前９時３０分～正午
　　講　師　ペインター イマイ カツミ　さん
　　受講料　無料
　　申込み　６月７日鰹水 まで
　　その他　託児あり（要申込）

※◆プロが教えるプロの味おうちで簡単フレンチ講座
　　と　き　午前９時３０分～１１時３０分
　　講　師　A la Campagne　オーナーシェフ
　　　　　　永易 剛行　さん
　　定　員　先着１２人
　　受講料　1,000円（材料費）
　　申込み　６月７日鰹水 まで
　　その他　託児あり（要申込）

　◆文協の夕べ（ビールパーティー）
　　と　き　午後６時～８時
　　その他　文化会館でチケット発売中（1,000円）
　　　　　　当日券あり

６月１１日（日）
◆作品展示
　と　き　午前９時～午後５時

◆芸能発表
　と　き　午前１１時３０分～午後４時４５分

◆わんぱく遊びの広場＆こども縁日
　と　き　午前１０時００分～午後４時
　　　　　※正午～午後１時３０分は休み
　内　容　ファミコン・射的・かき氷など
　対　象　４歳児以上
　料　金　無料

◆すくすく遊びの広場
　と　き　午前１０時００分～午後１時３０分
　内　容　ボールプール・ストライク遊びなど
　対　象　３歳児以下
　料　金　無料

◆将棋対局コーナー
　時　間　午前１０時～午後３時
　料　金　無料

申込み・問い合わせ　社会教育課拶３９-２３１８

入 場

無 料
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で
移
動
し
ま
す
が
1
時
間
程
度

は
林
内
を
歩
く
予
定
で
す
。

と
　
き　

６
月
　
日
鰹日 

１８

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
雨
天
実
施

と
こ
ろ　

東
京
大
学
演
習
林

内
（
山
部
事
務
所
集
合
）

定
　
員
　
先
着
　
人
２０

参
加
料
　
無
料

【
共
通
事
項
】

参
加
条
件
　
小
学
生
以
上
。
た

だ
し
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
、

中
高
生
は
保
護
者
の
同
意
書
が

必
要
で
す
。

申
込
方
法
　
申
込
者
す
べ
て
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
及
び
緊
急
時
の
連
絡
先
を
記

入
し
、「
東
大
演
習
林
大
麓
山
ハ

イ
キ
ン
グ
登
山
会
係
」、
ま
た
は

「
東
大
演
習
林
公
開
セ
ミ
ナ
ー

係
」
ま
で
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４

２
‐
２
６
８
９
）、
Ｅ
メ
ー
ル

（h
o
k
u
e
n
@
u
f.a
.u
-to
k
y
o
.a
c
.

jp

）
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
件
の
申
し
込
み
で
４
人
ま
で

記
入
可
。

※
詳
細
は
後
日
、
申
込
者
に
連

絡
し
ま
す
。

問
合
せ
／
申
込
先

東
京
大
学
北
海
道
演
習
林

富
良
野
市
山
部
東
町
9
‐
　６１

　
　
　
　
拶
４
２
‐
２
１
１
１

と　き　６月２４日鰹土  　午後２時/午後６時

入場料　一般1,000円/高校生以下５００円

販売所　富良野演劇工場・文化会館・しのはら洋装店

鰹問 富良野演劇工場拶３９‐０３３３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
  

抜
き
取
り
作
戦

「
地
域
の
自
然
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
～
外
来
種
問
題
に
向
き

合
お
う
～
」

　
「
富
良
野
盆
地
の
原
風
景
」
鳥

沼
公
園
の
景
観
を
変
え
つ
つ
あ

る
外
来
植
物
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ

ウ
の
分
布
拡
大
を
食
い
止
め
る

活
動
で
す
。「
外
来
種
問
題
っ
て

よ
く
わ
か
ら
な
い
」「
抜
き
取
る

の
は
人
間
の
都
合
じ
ゃ
な
い

の
」
と
い
っ
た
疑
問
を
持
っ
て

い
る
方
も
、
こ
の
機
会
に
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
６
月
　
日
鰹土 

１７

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
鳥
沼
公
園
（
駐
車
場

集
合
）

講
　
師
　
斎
藤
 和
範
さ
ん
（
旭

川
教
育
大
学
博
物
館
学
担
当
講

師
）

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
　
人
３０

服
　
装
　
 汚
れ
て
も
良
い
服

装
及
び
長
靴

申
込
み
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

富富良良野野演演劇劇工工場場かからら催催ししののおお知知ららせせ

ここ
のの

世
界
世
界
のの

片
隅
片
隅
にに

昭
和

年
、
広
島
・
呉

昭
和
　
年
、
広
島
・
呉
。。

２０２０
わ
た
し
は
こ
こ
で
生
き
て
い
る

　
わ
た
し
は
こ
こ
で
生
き
て
い
る
。。

讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃

申込み／問合申込み／問合せせ
ふらふらのの観光協会観光協会 拶拶２３-３３８２３-３３８８８
午前９時～午後６時まで受午前９時～午後６時まで受付付
（無休（無休））

讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃

     66月月１７１７日日鰹鰹土土 ※雨天中※雨天中止止

集合時間　午前７時

集合場所　富良野ロープウェー乗場

　　　　　（新富良野プリンスホテル）

参加費
　大　人（中学生以上）　2,500円
　子ども（小学生）　　　1,500円
※ロープウェー往復と保険料を含む。
定　員　先着４０人　

集合時間　午前６時まで　　

集合場所　ＪＲ富良野駅前
◆富良野岳縦走コース（上級者）定員　先着２０人
◆原始ヶ原コース（初級者）　　  定員　先着３０人
※いずれのコースもＪＲ富良野駅前から、登山口
　までのバスの移動あり。事前に予約が必要です。

参加費
　大　人（中学生以上）　3,000円
　子ども（小学生）　　　1,500円
※バス往復代を含む。

       66月月１８１８日日鰹鰹日日 ※雨天中止※雨天中止　

富良野富良野西西岳岳 富良富良野野岳岳

山山開開きき登登山山会会
申込期限　6月1

4日まで 

共通事項共通事項：：富良野山岳会が同行します富良野山岳会が同行します。。子どもは大人同伴。子どもは大人同伴。飲み物・昼食・雨具・防寒具は各自持参飲み物・昼食・雨具・防寒具は各自持参。。
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

草
花
観
察
会
「
北
海
道

フ
ラ
ワ
ー
ソ
ン
」

　
全
道
で
植
物
を
調
べ
る
イ
ベ

ン
ト
「
北
海
道
フ
ラ
ワ
ー
ソ
ン
」

に
加
わ
り
、
地
域
の
自
然
を
調

べ
ま
す
。
自
然
に
親
し
み
た
い

人
や
植
物
を
も
っ
と
知
り
た
い

人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

鞄
第
１
回
　
「
市
街
地
と
な
ま

こ
山
」
編
～
ご
近
所
の
草
花
か

ん
さ
つ
～

と
　
き
　
６
月
　
日
鰹土 

１７

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ
　
図
書
館
駐
車
場
集
合

鞄
第
２
回
　
「
太
陽
の
里
」
編
　

～
森
の
草
花
か
ん
さ
つ
～

と
　
き
　
６
月
　
日
鰹日 

１８

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ
　
太
陽
の
里
・
キ
ャ
ン

プ
場
駐
車
場
集
合
（
音
楽
堂
裏
）

【
共
通
事
項
】

講
　
師
　
市
博
物
館
学
芸
員

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
　
人
３０

服
　
装
　
 野
外
活
動
に
適
し

た
服
装

申
込
み
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
ど
ち
ら
か
一
つ
だ
け
の
参

加
も
可
）。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

お
や
こ
劇
場
の
催
し

◆
人
形
劇
団
え
り
っ
こ

「
ふ
し
ぎ
の
森
の
ヤ
ー
ヤ
」

と
　
き
　
６
月
　
日
鰹金 

２３

午
後
６
時
　
分
（
　
分
前
開
場
）

３０

１５

と
こ
ろ
　
瑞
穂
コ
ミ
セ
ン

対
　
象
　
０
歳
か
ら
大
人
ま
で

※
お
や
こ
劇
場
は
会
員
制
の
会

で
入
会
金
２
０
０
円
・
月
会
費

１
０
０
０
円
（
４
歳
以
上
）
で

３
歳
以
下
は
無
料
で
す
。
当
日

の
入
会
も
可
能
で
す
。

鰹問 
お
や
こ
劇
場

拶
２
２
‐
５
８
９
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
　
回
森
づ
く
り
の
集
い

５４
　
富
良
野
自
然
塾
で
は
、
ゴ
ル

フ
場
跡
地
を
森
に
か
え
す
た
め
、

毎
月
１
回
、
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
木
を
植
え
る
「
森
づ
く
り
の

集
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

と
　
き
　
６
月
　
日
鰹日 

２５

　
　
　
　
午
前
　
時
１０

と
こ
ろ
　
富
良
野
自
然
塾
　
　

　
　
　
　
フ
ィ
ー
ル
ド
内

集
　
合
　
午
前
９
時
　
分
　

５０

富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
本

館
）
玄
関
前

参
加
料
　
無
料

持
ち
物
　
軍
手
・
飲
料
水
な
ど

服
　
装
　
作
業
の
で
き
る
服
装

※
小
雨
決
行
し
ま
す
。
苗
木
の

準
備
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

鰹問 
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｃ
富
良
野
自
然
塾

拶
２
２
‐
４
０
１
９

・

・

・

・

・

・

・

・

・

か
わ
む
ら
整
形
外
科
主
催

市
民
健
康
公
開
講
座

テ
ー
マ
「
知
っ
て
得
す
る
骨
粗

し
ょ
う
症
」

と
　
き
　
６
月
　
日
鰹土 

２４

　
　
午
後
２
時
（
　
分
前
開
場
）

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

入
場
料
　
無
料

講
　
師
　
川
村
 大
介
さ
ん
（
か

わ
む
ら
整
形
外
科
院
長
）、
板

垣
 裕
さ
ん
（
放
射
線
技
師
）、

丸
井
 陽
輔
さ
ん
（
理
学
療
法

士
）、
田
村
 理
奈
さ
ん
（
看
護

師
）、
葛
西
 彩
さ
ん
（
管
理
栄

養
士
）

鰹問 
か
わ
む
ら
整
形
外
科

拶
２
２
‐
４
３
４
１

・

・

・

・

・

・

・

・

・

旭
川
医
科
大
学
病
院
主
催

肝
臓
病
教
室
　
富
良
野

in

～
肝
が
ん
を
予
防
し
よ
う
　
～
!!

　
肝
が
ん
の
原
因
の
約
　
％
は

８０

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
で
す
。
肝
臓
疾

患
に
関
す
る
最
新
の
治
療
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

と
　
き
　
６
月
　
日
鰹月 

２６

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
ニ
ュ
ー
富
良
野
ホ
テ

ル
（
北
の
峰
町
　
番
　
号
）

１４

３８

入
場
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
　
人
８０

内
　
容

鞄
第
一
部
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

に
つ
い
て
」

講
　
師
　
澤
田
 康
司
さ
ん
（
旭

川
医
科
大
学
病
院
肝
疾
患
相
談

支
援
室
室
長
）

鞄
第
二
部
「
肝
炎
検
査
と
治
療

の
た
め
の
助
成
制
度
」

講
　
師
　
柴
田
 千
恵
子
さ
ん

（
旭
川
医
科
大
学
病
院
肝
疾
患

相
談
室
専
任
看
護
師
）

鰹問 
旭
川
医
大
肝
疾
患
相
談
支
援
室

拶
０
１
６
６
‐
６
９
‐
３
１
１
１

富良野市制五十年史富良野市制五十年史をを
販売していま販売していますす
　

富良野市誕生から５０年の歩みをつづった

「富良野市制五十年史」を販売しています。

これまで刻まれてきた歴史を五十年史で

振り返ってみませんか。

料　金　3,000円（税込）

販売所　市役所企画振興課（２階）

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４
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ミ
ニ
レ
ッ
ス
ン
付
♪
　
　
　

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

　
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
と
ミ

ニ
レ
ッ
ス
ン
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
（
観
覧
だ
け
で
も
可
）。

と
　
き
　
６
月
　
日
鰹土 

２４

　
　
午
後
２
時
（
　
分
前
開
場
）

３０

と
こ
ろ
　
す
ま
い
る
ふ
ら
の
 ご

り
ょ
う
の
丘
交
流
館
（
下
御
料
）

参
加
料
　
５
０
０
円

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装

（
ジ
ャ
ー
ジ
、
T
シ
ャ
ツ
な
ど
）

申
込
み
　
事
前
に
電
話
、
ま
た

は
メ
ー
ル
（
死a

ro
m
a
.a
m
a
r1

5
@
g
m
a
il.c
o
m

）
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

鰹問 
事
務
局
（
の
は
ら
さ
ん
）　
　

拶
０
９
０
‐
９
５
２
２
‐
１
６
７
９

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　
不
用
品
の
リ
ユ
ー
ス
促
進
と

富
良
野
市
の
環
境
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
「
ふ
ら
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
７
月
　
日
鰹日 

２３

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

※
雨
天
時
は
中
止

と
こ
ろ
　
旧
中
央
保
育
所
園
庭

出
店
料
　
無
料

受
付
数
　
先
着
　
区
画

２０

申
込
み
　
６
月
　
日
鰹金 
ま
で
に

２３

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議
事
務
局

（
環
境
課
内
）
拶
３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
居
合
道
」
を
は
じ
め

ま
せ
ん
か

　
「
見
学
」
「
体
験
」
の
夕
べ
を

開
催
し
ま
す
。
老
若
男
女
問
わ

ず
、
気
軽
に
来
場
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
６
月
　
日
鰹月 
・
　
日
鰹月 

１２

１９

　
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
西
地
区
コ
ミ
セ
ン

※
見
学
・
体
験
料
は
無
料
で
す

鰹問 
居
合
道
会
（
小
田
さ
ん
）

拶
２
３
‐
４
３
５
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
混
声
合
唱
団

団
員
募
集

　
合
唱
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
老
若
男
女
問
わ

ず
大
歓
迎
で
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
見
学
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

と
　
き
　
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
午
後
7
時
～
9
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

指
導
者
　
赤
尾
 琴
子
さ
ん
、
水

野
 雅
文
さ
ん

鰹問 
合
唱
団
（
日
向
さ
ん
）　
　

拶
２
３
‐
６
７
５
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

職
業
訓
練
「
パ
ソ
コ
ン

基
礎
科
」
受
講
生
募
集

と
　
き
　

　
８
月
２
日
鰹水 
～
　
月
　
日
鰹水 

１０

２５

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
　
分
５０

と
こ
ろ
　
富
良
野
地
域
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
技
能
と
技
術
を
身
に

つ
け
て
再
就
職
を
希
望
す
る
離

転
職
者
（
公
共
職
業
安
定
所
長

の
受
講
指
示
・
受
講
推
薦
、
ま

た
は
支
援
指
示
が
受
け
ら
れ
る

方
）。

受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
教
材

経
費
８
千
円
（
税
込
）
程
度
が

必
要
で
す
）

募
集
期
限
　
６
月
　
日
鰹木 

２９

鰹問 
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

拶
２
２
‐
２
６
１
９

空知川河川運動公園の復旧作業のた空知川河川運動公園の復旧作業のためめ
堤防兼用道路の利用が堤防兼用道路の利用がでできない場合がありますきない場合があります
　復旧作業のため、利用者のみなさんには大変
ご迷惑をおかけします。復旧時期が確定次第、
随時お知らせします。

期　間　６月３０日まで（予定）の月～土曜日　
　　　　（祝祭日を含む）
　　　　午前９時～午後５時

区　域　若葉球場付近～五条橋付近までの区間
　　　　の堤防兼用道路

※上記期間中で、作業をしているときは危険で
すので堤防兼用道路に入らないようご協力お願
いします。また、復旧作業中は危険ですので河
川運動公園内に入らないようお願いします。利
用者・近隣住民のみなさんには、ご迷惑をおか
けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

鰹問 市民協働課　拶３９‐２３１１

若葉球若葉球場場

　今後、復旧作業のため、大型ダンプや作業車な
どが一般道路や堤防兼用道路（赤いライン）を通
行します。その際、歩行者・自転車などの方には、
一時的ではありますが堤防兼用道路を利用できな
いことがあります。また、利用できないときは、
出入り口などに「関係者以外立入禁止のバリケー
ド」を配置します。

市役市役所所
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群
青
の
色
装
ひ
し
杜
若

泉
　
　
生
枝

老
鶯
の
遠
音
や
雨
の
富
良
野
岳

　
　
　
　
　
橘
　
　
千
祥

か
ら
松
の
緑
の
谺
返
り
来
る長

畑
　
靜
香

九
十
は
後
生
極
楽
頽
齢
す

山
　
　
東
爺

検
診
の
可
も
不
可
も
な
し
五
月
晴

関
根
　
幸
子

夢
果
て
し
老
爺
の
目
に
も
五
月
晴

山
本
　
克
己

芦
別
岳
の
山
並
み
険
し
さ
く
ら
蕾

近
ぢ
か
咲
く
よ
歌
声
と
と
も
に
　
　
三
上
　
和
子

男
の
孫
を
も
う
け
し
家
に
悠
ゆ
う
と

未
来
に
泳
ぐ
紺
壁
の
空
　
　
　
　
　
鎌
田
　
敬
子

雲
海
で
富
良
野
盆
地
な
く
息
を
の
む

大
雪
か
が
や
き
ス
キ
ー
ヤ
ー
茫
然
　
山
内
　
千
代

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
て
駈
け
る
一
年
生

見
送
る
母
の
優
し
き
笑
顔
　
　
　
　
相
澤
か
を
り

若
き
日
の
あ
や
ま
ち
今
も
身
を
せ
め
る

断
捨
離
の
道
歩
み
始
め
よ
　
　
　
　
清
水
　
尋
子

広報ふらのは再生紙を使用しています

ままちちのの知知っっ得得情情報報満満載載！！

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午後５時３０分～５時３５分放送

市市政政をを分分かかりりややすすくく解解説説！！

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　６月２４日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送今月のラジオ広報
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災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

▼先日、道外のとある自治体から「インターネット
で広報ふらのを見て、紙面づくりの参考に送ってほ
しい」と、何とも嬉しい依頼が舞い込み、即日発送。
数日後、礼状に先方の広報紙も同封されており見て
みると、２４ページすべてカラーで、６ページにも及
ぶ特集記事が組まれていました。何の参考に必要
だったのか…。今さら聞くに聞けません（む）

▼毎年この時期になると、各地域では歩道の植
樹マスなどに花を植える作業が行われます。５
月２４日には五条商店会の人たちが早朝に集まり、
五条通の花壇に黄色いマリーゴールドを植えら
れ、歩く人や車で通る人たちを楽しませていま
す。みなさんの協力により、これからまち全体
が色鮮やかな花々で演出されていきます。（ほ）

水戸さん家のアイドル

愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ鋭

＝今月のリレーは＝

谷井 正 さんから　 ▼ 水戸 明美 さんへ

＝来月は＝

水戸 明美 さんから　 ▼ 本野 はるみ さんへ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

　ボス的な存在の空、い

たずらっ子の海、甘え上

手のりくの３匹は、みん

な人懐っこくて、いつも

仲良く元気に遊んでいま

す。そんな可愛い天使た

ちのために、現在ドッグ

ランを庭に製作中で～す。

 空 （８歳・左）りく（５歳）
そら

 海 （６歳・右）
かい


